
空は秋の星座と冬の星座がみえています。西には夏の星座がしずみかけており、はくちょう座のすがたは十字かが立つように
してみえています。このすがたが「北十字」とよばれるゆえんです。
クリスマスのころ、西の空に見える十字かをさがしてみてくださいね。

秋のゆいいつの一等星は「みなみのうお座」のフォーマルハウトです。南から西の方角の少し低いところにぽつんと明るくかが
やいています。このあたりは目立つ星が少ないのでさびしい感じです。見つけたらその星の上空にかけてみずがめ座が位置し
ています。暗い星が多く線をつなぐのはちょっと大変かもしれませんが、月明かりがない時にちょう戦してみるのもよいでしょう。

目を東方向にうつすと冬のにぎやかな星座たちがすがたをあらわしてきています。冬の星座には一等星が7つもあるので
にぎやかな感じがするのと空気がすんできらきらと星がきれいにみえるのではなやかです。日本から見える星座の中で、ひとつ
の星座に2つの一等星を持つものがあります。それがオリオン座。体が大きな勇者です。こんぼうをふりあげたきょ人のすがた
がみえますか?オリオンの三ツ星を上側になぞるとオレンジ色の明るい星があります。それがおうし座の一等星アルデバラン。
そのままのばすとぼんやりとした星の集まりがあります。これがすばる。美しい7人姉妹のすがたとされています。

冬の星座はわかりやすいものが多いので、はじめてさがしてみようと思う人はぜひ寒くないかっこうをして、大人の人といっしょ
にさがしてみてくださいね。夏や秋の間は、秋の四辺形というペガスス座をみつける練習をしてみましょう。
この四辺形は秋の星座をみつける手がかりになる目印です。秋の星座たちの神話は大きな物語になっています。
本などでぜひ物語をしらべて、そして星空をみあげるとどうでしょう。きっと主人公たちのすがたがみえてくるかもしれませんよ。
星座にはいろんな物語があります。ひとつだけでなくいくつものお話しを持っているものも。
自分のたん生星座の物語をしらべてみるのもきっとおもしろいと思います。読書の秋、ぜひ星座神話などいかがですか?

12月24日 20時の星の位置
↓ねころんで空を見た様子

（わく星と月は表示されていません）

11月 22時ごろ
10月 0時ごろ

☆彡太陽の観察 10時～16時30分
☆彡夜の天体観察 19時～22時
火曜日休館 (夜間開館は金土日祝)
身近な星「太陽」にはふしぎがいっぱい。
昼間の天体観察もオススメですよ!

879-2201
大分市大字佐賀関４０５７－４１９
ＴＥＬ ０９７－５７４－０１００

下げんの月
真夜中にのぼってきて明け方に
空高くなり昼前にしずむ半月

まん月
太陽がしずむと、すぐに出て
一晩中明るくかがやく丸い月

上げんの月
お昼ごろにのぼってきて夕方
空高くかがやく半月

小学校で宇宙めだかの飼育を
してみませんか?春にうまれた
めだかのあかちゃんをお譲りします。
教育の現場で活躍してくれます。
ぜひご検討ください。

★海星館には宇宙へ行っためだかの子孫が飼育されています★

遠いところでまん月

4/22は地球から
40万6351Km
はなれたところ。

近いところでまん月

11/14は地球から
35万6509Km
はなれたところ。

「中秋の名月」という言葉を聞いたことがありますか?古くよりこの日、だ
んごやススキをかざり、お月見をするならわしがあります。毎年ひにちが、
ちがいますが決まりごとがあります。
旧暦(きゅうれき)という昔のこよみの8月15日が「中秋の名月」で、別
の名前を「十五夜(じゅうごや)」ともいいます。
お月見にはもうひとつ、「後(のち)の名月」というものがあります。
旧暦9月13日の月のことで、「十三夜(じゅうさんや)」ともいいこの「後
の名月」は日本どく自のお月見で、中秋の名月とセットでみることがな
らわしとされていました。このほかにも、田畑を守ってきた「かかし」のため
の「十日夜(とおかんや)」というお月見もあります。

2016年
★中秋の名月 9月15日
★後の名月 10月13日
★十日夜 11月9日

ｽｰﾊﾟｰﾑｰﾝ

デネブには
しっぽ、尾とい
う
意味があるんだ

火星が5月31日に2年2か月ぶりに地球に近づきました。8月おわりに、南の
夜空を見ると土星とアンタレスと火星が並び赤さ比べをしているようなすがたを
みることができました。火星は今後も夜空で見ることができますが、地球から
遠ざかっているため少しずつ暗くみえるようになります。それでも1等級ほどある
ので探しやすいでしょう。ところで1月31日と2月1日にもし晴れたらおもしろい
空になりそうなので観察してみてください。
細いお月さまと、火星(1等級)そして金星(なんと-4.6等級)が並んでみえま
す。-4等級ってどんな明るさだろう?この日だけにかぎらず、火星と金星は観
察できます。夜晴れたらぜひ空をみてみましょう。

次のせっ近は今回よりも地球にもっと近づきます。大せっ近といわれる日は
2018年7月31日です。2年後が楽しみですね☆彡

4月22日のまん月は今年見られるまん月のなかで
一番小さくみえました。観察してみましたか?月は地球
のまわりを円がつぶれたような形「だえん形」でまわってい
ます。それは地球に近いところと遠いところがあるというこ
とになります。この地球に遠いところでまん月になると小
さく、ぎゃくに近いところでまん月になると大きく見えます。
だけど遠い場所に月はうかんでいるのでなかなか気づか
ないものなんです。今年、大きなまん月は11月14日に
見られます。近いところの中でもさらに地球に近いところ
でまん月になるのですがこれがなんと68年ぶりというのだ
から、わくわくしますね。4月22日とどのようにちがうか、
わかるとよいですね。ぜひ観察してみましょう。

♪上げんの月・下げんの月
半月をかいてみてください。おおくの人が右がわがまるっ
ぽい月をかくと思います。このお月さまのカタチは「上げん
の月」これから丸くなってまん月にむかう月です。
西の空にしずむ時は左がわの絵のようにげんを上にして
います。下げんの月はこれから細く新月にむかう月。
しずむ時はげんを下にします。

☆ 明野西小学校☆

太陽の黒点や
プロミネンス
を観察
しました

お話しもおもし
ろいよ。どんど
んひきこまれ
ちゃう。星の大
きさやﾛｹｯﾄの打
ち上げも動画で
みることができ

ます。

★太陽望遠鏡で黒点やプロミネンスの観察
★月のｸﾚｰﾀｰの観察
★上弦・下弦など月の満ち欠け
★星の並びや星の動き
★星の色・星の大きさ
★星座早見盤や惑星模型などの工作
★夜間の天体観察など ご要望にあわせ行っています。

北

南

☆ 丹生小学校☆

東 西

質問や感想、イラストなど、お待ちしています。
学校へ出張教室も行っています。

10月8日 13時～関崎の自然を楽しもう
10月21日 18時半～19時半

オリオン座流星群観察講座
10月22日 18時半～19時半

オリオン座流星群観察講座
10月23日 13時～14時

関崎の自然を楽しもう
18時半～19時半
動く星動かない星講座

11月5日 18時半～19時半
おうし・しし座流星群観察講座

11月12日 18時半～19時半
おうし・しし座流星群観察講座

12月10日 18時半～19時半
ふたご座流星群観察講座

12月17日 18時半～19時半
こぐま・しぶんぎ座流星群観察講座

12月18日 18時半～19時半
星は「すばる」講座

1月14日 18時半～19時半
金星観察講座

3月20日 18時半～19時半
春分の日のお話しと二十四節気

9月11日 13時～中秋の名月講座
9月16日 18時半～月にまつわるお話し

2月5日 13時～14時 太陽の秘密

流星群のもとになる「彗星」

すばる

天体の名のつく鉄道も型(Nゲージ)展
10月よりはじまります

大神ゼウスがはくちょうのすがたになって
美しいスパルタ王妃レダのもとにとんでいったという
話もある「はくちょう座」。この星座の一等星は
デネブという名前がついています。

夏の大三角は
このデネブと、
七夕の
織姫星のこと座ベガ、
彦星のわし座アルタイルでできる大きな三角形で
星座をさがす手がかりになります。
天の川にそってはくちょう座が飛んでいるので
天の川を探す時は目じるしにしてみてくださいね。

お月さまからみて
左側に自然のもの
右側に作ったものをそなえる

お月見だんごの数は1年の月の数(12か月なので12こ)
さといもやえだまめ、くりなどその時期にしゅうかくされたものをそなえること
もあるよ。むかしは、食べるものがなかったので、子どもたちがとって
食べてもいいようにだんごを小さく丸めてかざっていたんだそう。今もその
なごりとして「めいげつさん」「おつきみどろぼう」などの行事もあるそうです。
あなたの住んでいるところには、お月さまとかかわりのある行事などがあり
ますか?

ススキ ヨシ（アシ)  オギ
まめちしき

ススキににた植物でヨシやオギというものがあります。
どれもイネ科の仲間です。ススキは、たばになって
一か所から生えているのに対し、オギはまんべんなく
広がって生えています。また花穂の様子や
小花に芒(のぎ)というひものようなものがあるか
ないかで見分けることができます。

ホンモノ体験してみよう★

月の表面の様子
を観察したあと
は模型でたしか
めてみよう。


